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●凡　　例●

貸金業規制法　　　平成18年法律第115号による貸金業法への題名改正前の
貸金業の規制等に関する法律（昭和58年法律第32号）

出資法　　　　　　出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律
特定調停法　　　　特定債務等の調整の促進のための特定調停に関する法律
ヤミ金融対策法　　貸金業の規制等に関する法律及び出資の受入れ、預り金

及び金利等の取締りに関する法律の一部を改正する法律
（平成15年法律第136号）

日弁連　　　　　　日本弁護士連合会

※本書に登場する人物の所属・肩書等は、当時のもの。




